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本
定
例
会
で
は
、
危
機
的

な
財
政
状
況
を
反
映
す
る
よ

う
に
一
般
会
計
、
六
特
別
会

計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
実

質
（
国
営
農
業
再
編
対
策
事

業
負
担
金
の
繰
上
償
還
金
を

除
く
）
総
額
は
前
年
を
四
・

三
％
下
回
る
一
五
六
億
円
と

な
り
、
実
質
一
般
会
計
は
七

年
連
続
マ
イ
ナ
ス
の
緊
縮
予

算
編
成
で
前
年
対
比
十
一
・

七
％
減
の
七
九
億
円
と
な

り
、
平
成
二
年
度
と
同
額
の

予
算
規
模
で
あ
る
。

　

議
案
に
つ
い
て
も
、
歳
入

・
歳
出
に
配
慮
し
た
内
容
が

多
く
、
町
長
・
助
役
・
教
育

長
の
期
末
手
当
の
減
額
、
議

会
も
議
員
提
案
に
よ
り
、
三

年
連
続
で
期
末
手
当
の
削
減

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改

正
で
、
助
役
の
名
称
変
更
に

伴
い
、
石
狩
北
部
地
区
消
防

事
務
組
合
、
札
幌
広
域
圏
組

合
、
石
狩
教
育
研
修
セ
ン
タ

ー
組
合
の
各
々
の
規
約
の
変

更
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
た
。

三
月
定
例
議
会
で
議
論
さ
れ
た

三
月
定
例
議
会
で
議
論
さ
れ
た

再
構
築
プ
ラ
ン
が
ま
た
一
歩
前
進
！

　

再
構
築
プ
ラ
ン
が
ま
た
一
歩
前
進
！

議会を代表し祝辞を述べる竹田議長議会を代表し祝辞を述べる竹田議長

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、３

19

月
７
日
〜　

日
ま
で（
８
日
、　

日
、　

20

10

11

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日
、　

日
は

13

14

15

17

18

休
会
）の　

日
間
の
日
程
で
開
催
さ

14

れ
ま
し
た
。初
日
に
は
、泉 

町
長
と

高
橋
教
育
長
が
そ
れ
ぞ
れ
平
成　

年
19

度
町
政
及
び
教
育
行
政
執
行
方
針
を

行
い
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
５
名
の

議
員
が
代
表
質
問
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、休
会
中
に
平
成　

年
度
当

19

別
町
各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
桐
井
委
員
長
）で
の
集
中
審
査
し
、採

決
の
結
果
、提
案
議
案
す
べ
て
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
し
ま

し
た
。
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バンド演奏バンド演奏

よさこい練習よさこい練習

絵画展示会絵画展示会

くつろぎの空間くつろぎの空間
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平
成
十
八
年
度
当
別
町
一

般
会
計
補
正
予
算
は
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
四
十
五
万

八
千
円
増
額
し
、
こ
れ
を
可

決
。
総
額
九
十
一
億
三
千
二

百
二
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、町
民
税
法
人
所
得
割
増
、

三
千
七
百
万
、
地
方
交
付
税

増
、
千
三
百
四
万
千
円
、
歳

出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金
増
、
二
千
六
百
八
十
九

万
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計

繰
出
金
増
、
四
千
九
百
十
九

万
二
千
円
、
介
護
保
険
特
別

会
計
繰
出
金
増
、
三
千
百
五

十
六
万
六
千
円
増
、
下
水
道

事
業
特
別
会
計
繰
出
金
増
、

二
千
万
円
な
ど
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

　

定
例
会
初
日
の
町
長
・
教

育
長
の
平
成
十
九
年
度
町
政

及
び
教
育
行
政
執
行
方
針
に

対
し
、
島
田
裕
司
議
員
（
緑

風
会
）、
後
藤
正
洋
議
員
（
清

流
）、
桐
井
信
征
議
員
（
公
明

ク
ラ
ブ
）、
堀
梅
治
議
員
（
日

本
共
産
党
）、桑
内
雅
彦
議
員

（
民
主
の
会
）の
各
会
派
代
表

者
五
名
が
代
表
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
７
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

11す
。

　

一
般
質
問
は
三
月
十
九

日
、
二
十
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

白
木
和
廣
議
員
、
小
早
川

孝
男
議
員
、小
寺
和
昭
議
員
、

柏
樹
正
議
員
、
石
川
和
栄
議

員
、
堀
梅
治
議
員
の
六
名
が

登
壇
し
、
町
政
を
正
し
ま
し

た
。

　

詳
し
く
は　

ペ
ー
ジ
か
ら

12

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

17す
。

議
員
提
案
第
一
号

□ 
当
別
町
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の

提
出
に
つ
い
て

提
出
者
・�
谷　
　

茂

議
員
提
案
第
二
号

□ 
当
別
町
議
会
委
員
会
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
提
出
に
つ
い
て

提
出
者
・�
谷　
　

茂

議
員
提
案
第
一
号
及
び
議
員

提
案
第
二
号
は
平
成
十
九
年

度
予
算
に
関
連
が
あ
り
、
十

九
年
度
予
算
と
と
も
に
一
括

平
成
十
九
年
度
当
別
町
各
会

計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
、
本
会
議
で
の
採
決

の
結
果
可
決
。

【
議
員
提
案
第
一
号
及
び

　
　
　

第
二
号
原
案
可
決
】

議
員
提
案
第
三
号

□ 
当
別
町
議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
提
出
に
つ
い

て

提
出
者
・�
谷　

茂

　

全
会
一
致
で
可
決
。

　
【
原
案
可
決
】

議
員
提
案
第
四
号

□ 
平
成
十
九
年
度
に
お
け
る

当
別
町
議
会
政
務
調
査
費

の
交
付
の
特
例
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

提
出
者
・�
谷　

茂

　

全
会
一
致
で
可
決
。

　
【
原
案
可
決
】

《
総
務
常
任
委
員
会
》

□
「
集
配
局
の
廃
止
再
編
計

画
に
反
対
す
る
意
見
書
」

採
択
に
関
す
る
陳
情
書

　

堀
議
員
が
反
対
討
論
を
行

い
、
採
決
の
結
果
賛
成
多
数

で
委
員
会
報
告
の
と
お
り
不

採
択
に
な
り
ま
し
た
。

《
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
》

□
安
全
・
安
心
の
医
療
と
看

護
・
介
護
の
実
現
の
た
め

に
医
師
・
看
護
師
等
の
大

幅
増
員
を
求
め
る
陳
情
書

　

柏
樹
議
員
が
反
対
討
論
を

行
い
、
採
決
の
結
果
賛
成
多

数
で
委
員
会
報
告
の
と
お
り

不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

《
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
》

□
「
石
狩
管
内
高
校
通
学
区

域
の
拡
大
を
行
わ
ず
、
学

区
変
更
に
つ
い
て
は
十
分

な
検
討
期
間
を
設
け
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
に
関
す
る
陳
情
書

　

委
員
会
報
告
の
と
お
り
不

採
択
に
な
り
ま
し
た
。

《
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
》

□
福
祉
バ
ス
（
研
修
バ
ス
）

運
行
の
存
続
を
求
め
る
陳

情
書

　

柏
樹
議
員
が
反
対
討
論
を

行
い
、
採
決
の
結
果
賛
成
多

数
で
委
員
会
報
告
の
と
お
り

不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計

一
般
会
計　

増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正

　

増
額
補
正

代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

代
表
質
問　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問

一
般
質
問　
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!! !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案

議
員
提
案

委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告

委
員
会
報
告

　

平
成
十
九
年
三
月
七
日
、

第
一
回
定
例
町
議
会
に
先
立

ち
平
成
十
九
年
二
月
六
日
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
よ
り

自
治
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
た
前
澤
昭
治
議
員
に
、

表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
表
彰
は
、
町
村
議

会
議
員
と
し
て
十
五
年
の
永

き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

長
年
の
ご
苦
労
に
対
し
、

感
謝
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

前
澤 
昭
治
議
員

自
治
功
労
者 
受
賞

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
主
催
の
「
春
の
園

遊
会
」
が
四
月
二
十
六
日
東
京
・
赤
坂
御

苑
で
催
さ
れ
、
当
別
町
議
会
議
長
の
竹
田

和
雄
氏
が
夫
人
と
共
に
招
か
れ
ま
し
た
。

　

園
遊
会
に
は
他
に
閣
僚
や
各
界
功
労

者
、
地
方
自
治
体
首
長
、
全
国
の
議
会
議

長
と
そ
の
配
偶
者
の
計
約
二
千
人
余
り
が

出
席
し
、
道
内
の
町
村
議
会
関
係
者
と
し

て
は
、
他
に
宗
谷
管
内
豊
富
町
議
会
議
長

小
室
修
一
氏
も
出
席
し
ま
し
た
。

春の園遊会
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　平成19年度当別町一般会計、国民健康保険特別会
計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、介護サ
ービス事業特別会計、下水道事業特別会計、農業集
落排水事業特別会計、水道事業会計予算及び関連議
案の審査について、平成19年３月12日、13日、14
日、16日の４日間にわたり、慎重審査の結果、次の
意見を付していずれも原案のとおり可決すべきもの
と決定した。

記
　地方経済情勢は依然として厳しい状況にあり、三
位一体、道州制、権限移譲など、時代が急速に変化
し続けている中、国の財政構造改革に伴う地方交付
税の削減により、地方自治体は危機的な状況に陥り、
疲弊した地域が増加の一途を辿っている状況の中
で、当別町においても、例外ではなく、地方交付税
の大幅削減や公債費の増加などの強い影響を受け、
町財政は急激に悪化した。
　町は、これらの現況を踏まえ、政策評価と予算編
成の連動、事務事業など徹底した見直し、町民、行
政が一体となって協働の精神に基づく精査・検討し、
この難局を乗り切る方針を示した。
　その結果、19年度予算は国営農業再編対策事業負
担金に係る繰上償還額を除く実質予算額で、一般会
計は18年度当初比11.7％減の79億5,714万3,000円
で、他会計を含む総額は4.3％減の156億2,544万

2,000円となり、一般会計は７年連続マイナスで、70
億円規模の予算は平成２年度以来の超緊縮予算編成
となっている。
　取り分け、19年度においては、18年度以上の職員
期末・勤勉手当、町三役の期末手当等人件費におけ
る大幅な削減、更には、議会としてもこの財政難打
開に向けて自ら痛みを課すため、議員期末手当削減、
政務調査費凍結等2,500万円以上の削減を行った予
算編成であり、従来型見直しでは考えられない断行
であることは評価できるが、公共施設使用料の値上
げ等町民に一部負担増を求める施策が続く事から、
住民負担の適正化の理解を得るため、あらゆる機会
をとらえて周知及び説明を十分すると共に、町政執
行に当たっては万全の体制で臨むべきである。
　なお、19年度は、除排雪等の議論を通じて、協働
の精神にもつながる自主性・自立性がより一層問わ
れる年であり、再構築プラン達成に向け、各部局の
連携と事務的資質の向上に努め、町民の期待にそう
よう研鑽されたい。
　以上、本委員会の報告とする。
　　　　　　　　　　　　　　平成19年３月16日
　議長　竹 田　和 雄　様
　　　　　　　　　　　平成19年度当別町各会計
　　　　　　　　　　　予算審査特別委員会
　　　　　　　　　　　　　委員長　桐井　信征
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　固定資産評価審査委員会委員の古谷陽一氏は、平
成19年３月21日をもって、任期満了となることか
ら、再任について町長より提案があり、議会は満場
一致で同意しました。また、渡邊仁志氏は、平成19
年３月19日をもって任期満了となることから、五賀
利雄氏を選任することについて町長から提案があ
り、議会は満場一致で同意しました。
　長年、固定資産評価審査委員会委員としてご活躍
なされました渡邊仁志氏に心より感謝いたします。
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